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は じめ に

　復 原 性能 は船 舶安 全性 の も っ と も重 要

な要 素 の
一

つ で あ り、運 輸 省で は過 去幾

多の 海難事故の 経験や理 論的な検討をも

と に 、昭 和31年 、旅 客 船 を 対象 と し た

「船 舶 復原 性 規 則」を 定 め、そ の 後 順 次

各種船舶の 復原 性基準を定めて 船舶の 安

全 を 図 っ て きて い る。小 型 船 舶 の 復 原 性

能に つ い て は、「小型船舶 安全規則」の

第 101条 に 「船 舶 復 原 性規 則」の 準 用 が

定 め られて い る。当セ ン ターにお い て は、

昭和 42年発 足 以来、復原 性能 に関 する 各

種 の計 算や重心 査定 、さら には技術 コ ン

サル テ ィ ン グを業務 の 一つ と して きて い

る。こ れ らの 対象船舶の 大 部 分は い わゆ

る 小型 船舶で あ り、国内各 地の 小型 船舶

建造造船所か らの 申 し込み を受け、迅 速

か つ 的確な対応を行 っ て きて い る 。

実 務対象 船舶

　最近 過 去 7 年間に 復原性計算を実施 し

た小型船艇240隻に つ い て 、総 トン 、船

種、航 行 区域等に つ い て と り ま と め た 。

図
一 1 に 総 トン 数毎 に隻数の 分布を示

す。総 トン 数 9 トン 以上 で 15 トン 未満の

船 が全 体 の 6 割を 占め 、次 い で 15トン 以

上が 3 割で 、残りは 9 トン未満の 小型船

と36トン の 比較的大 きな船と なる 。なお、

図 中 19〜21 トン の 範囲 は すべ て 19トン
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型の 隻 数で あ る。図
一2に 船種 別 隻 数 の

分 布 を示 す。船種 は 7割 近 くが遊漁 船で 、

交 通 艇、客 船、プレジ ャ
ー

ボート、双胴

型 の ダイ ビ ン グ用 遊覧 船 や 高速 艇 等 が 2

割、残り は曳艇等の 作業船で ある。主 船

体 材 料 は 図
一3 に 示 す よ う に FRP （ガ ラ

ス纎維 強化 プラ スチ ッ ク）が大部 分 を 占

め 、ア ル ミニ ウム 合金船および 鋼船が

夫 々 7 〜8 隻、木 造船 が 2 隻 と ゴム ボー

トが 1隻で ある。

　航行 区域 に つ いて は 図
一4 に示 す よ う

に限 定 沿海 が 圧倒 的 に多 く、沿海、平 水
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お よ び近 海 区域 が残 り 1割 を 占め る。建

造 所 の 地 域 別 の 隻 数 を 図
一5 に 示 す が、

北 海道 が 少 な く、当セ ンターと距離的に

近 い東 北、関東、中部 地方 が 多 いもの の、

ほ ぼ全 国を 網羅 して い る。なお、台 湾 船

や 北 欧船 は い わ ゆる 輸 入 船で あ り、円高

の 影響 ば こ の よ うな と こ ろ に も現 われ て

い る と書 え る。以上の とお り、小型船 舶

に つ いて は、従来 か らSRCニ ュ
ー

ス にお

い て紹 介 して きて いる が、全 体 的 な傾 向

の 理 解 の た め に 、図
一6に 240隻 に つ い

て の 満 載 排 水 量 と 総 トン 数 の 関 係を 示
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図一1　総 トン数別 隻数
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図一3　 船体 材 料別 隻 数
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す。遊 漁 船、客 船、プ レジ ャ
ーボート、

ダ イ ビ ン グ用 遊 覧船 、曳 船、貨 客 船の 分

類 に よ り、排 水 量／ 総 トン 数の 比 に それ

ぞ れ 異 なる傾 向があ る。例 え ば、遊漁 船

や 客船に比べ て 遊覧船は 全体 と して 大 き

い こ と や、鋼 製 曳船 は 他 に 比 べ て 重量 が

大 き い等、それ ぞ れ の船 の特徴 を 示 して

いる。また、FRP製の 遊漁船や 客船は良

く似 た 傾 向 を示 す が、そ の 中で も 交通 艇

や 平 水域対象船は排水量 が小 さい。船種

およ び総 トン数が同 じで も排水量 ／総 ト

ン 数 の 比 は 1〜2 程度 の 変 化 があ り、個

船間 の相異 は大 き く、多様な船が建造さ

れて い る こ とがわか る。
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図一5　 地域 別 隻数
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図一4　航行 区域 別隻 数

今後の 課題

　 以 上 のよ う な多 様 な船 種、船 型 で あ る

た め、復 原性 計 算 業務 は個 船毎 の き め細

かな 対 応 が基本 とな る。こ れ につ い て は

現 状 の 計算 シ ス テ ム の 改 良 に よ リ対 応 す

る が、今後に 予想 さ れる 沿海や、近海区

域 へ の 小型 船舶 の 進 出、新 型式 船や 特殊

な形 状 の 高 速 船、さ らに はア ル ミニ ウ ム

合 金 や さ ら に進ん だ 複合 材 使用の 船舶に

対 し、単 なる計 算 に 止 ま らず、安 全 性 の

本 質 を 踏 まえ た検 討 や助 言 が必 要 で あ ろ

う 。
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　 図一6　 総 トン 数 と満載 排水 量
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